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blot 法で CrkL のリン酸化、VEカドヘリンを、ELISA法でサイトカイン、ケ







べて各因子とも有意に改善していた（p < 0.05）。湿乾重量比も Vehicle群は、




化 CrkL の減少を認めた。また、Imatinib 群では抗炎症サイトカインである
IL-10が優位に上昇していた（p < 0.05）。本モデルにおいて、再灌流終了後に
は 28.3±6.9 μg/gの Imatinib左肺組織中濃度が得られ、肺組織中濃度は、血
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